
株式会社ウィズグループ
　グループホームをはじめ、有料老人ホーム、居宅介護支援、訪問介護、訪問看護、デイ
サービスや保育園、障がい福祉さらに介護スクールなど生活支援サービスに関する事業
を展開するウィズグループ。一つ一つの事業に「『Happy your life』だれもが安心して暮ら
すことができる地域社会を創る」という想いを込めて、努力を重ねています。暮らしの中
のお困りごとがございましたら、ぜひお問い合わせください。

　2021年9月2日より、福岡県慢性期医療協会の会議室が
　下記に移転いたしました。
　〒810-0004　福岡市中央区渡辺通4-9-18
　　　　　　　　　　　　　　福酒ビル5F
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新会員情報

会議室移転のお知らせ

〒813-8588　福岡市東区青葉6丁目40番8号　原土井病院内
TEL：092-691-3886　FAX：092-691-3961
WEB：http://www.famcf.jp/  　E-Mail：jimukyoku@famcf.jp

福岡県慢性期医療協会は、慢性期医療に携わる医療機関・介護施設が集い、より一層の医療･看護･介護の質の充実を図るために検討･協議し、研修･教育･情報交換を行なっています。

2021年9月15日（水）／　
　　　福岡県慢性期医療協会　理事会

2021年11月27日（土）／　 
　　　福岡県慢性期医療協会 ケアスタッフ研修会

理事会

Activity report活 動 報 告

研修会
予定

ウィズグループ 施設・事業所一覧
グループホーム

生活倶楽部ウィズ長丘
生活倶楽部ウィズ南片江
生活倶楽部ウィズ長尾
生活倶楽部ウィズ長丘Ⅱ
生活倶楽部ウィズ長丘Ⅲ

ウィズケアプランサービス
ウィズケアプランサービス博多

訪問介護・訪問看護
訪問介護ウィズステーション福岡
訪問看護ウィズナースステーション福岡

ウィズランド博多
ウィズランド長丘
ウィズランド長丘Ⅲ
ウィズランドスマイルプラザ

ウィズインターンスクール

ウィズサポート長住
ウィズランドのま

保育・託児
京都オフィス
大阪オフィス
福岡オフィス
ウィズキッズ長丘

福岡市立老人福祉センター東香園
福岡市立老人福祉センター若久園

コンサルティング
ウィズアライアンス

有料老人ホーム

居宅介護支援

通所介護

福祉・介護スタッフ育成

障がいサービス

指定管理

ウィズグループのくらしサポートサービス

●家事代行（掃除・洗濯・調理）
●見守り（外出や話し相手など）
●旅行の付き添い
●理美容
●セーフティールーム

子育て
●産後サポート
●ベビーシッター（一時預かり）
●イベント保育
●学童保育

健　康
●健康食品
●美容品（入浴剤・石鹸など）
●アロママッサージ

生　活
●引っ越し
●家財整理
●空き家対策
●葬祭
●身元保証

ペット
●ペット信託などの行政書士の法律相談
●ペットシッター
●ペット飼育
●ペットの葬祭

　会長ごあいさつ
　仲秋の候　会員の皆様におかれましてはご健勝のこととお喜び申し上げます。
新型コロナウイルス感染症の第５波もピークアウトし９月末日をもって県下の非常事態
宣言も解除されるに至りました。ワクチン接種も進み、内服薬の開発も期待されるなど
光が差しつつある状況ではありますが、冬季における第６波にむけ慢性期病院、施設と
もに入院、入居されている高齢者の生命と職員の生活を守るために万全の対策を講じ
ていく必要があります。当協会は他の医療団体と共に行政にコロナ対策への協力として
感染予防対策、患者受入れの拡大を呼びかけ、県行政からも高く評価をいただきまし
た。（活動報告参照）
　さらにアフターコロナを慢性期医療、介護がどのように乗り越えていくか、会員の皆様
と情報共有を深め、取り組んでいきたいと考えております。

福岡県慢性期医療協会
会長　原 寛
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ウィズライフ西新（認知症デイ併設）
ウィズライフ伊丹
ウィズライフ別府（認知症デイ併設）
ウィズライフ奈良屋（認知症デイ併設）

TEL 092-712-0306
〒810-0041
福岡市中央区大名2丁目4番30号西鉄赤坂ビル10F

https://www.with-g.com/ウィズグループ 検 索

受付時間9：00～17：00（土日祝を除く）
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【はじめに】新型コロナウイルス感染症
（Covid-19）患者への医療機関の対応
は、中等症患者・重症患者への治療が優
先される。特に重症患者の治療には、
ECMOや人工呼吸器管理が必要で有
り、感染指定病院や重点病院が主役と
なる。ただ、高齢者はCovid-19感染後重
症化しやすく、Covid-19が治癒しても
直ぐには退院できず、このため重症病
棟が逼迫する。これらを防ぐためは、高

齢者、特に介護を必要とする患者を優先的に収容できる専門のコロ
ナ対応医療機関が重要となる。またCovid-19感染が治癒したが退院
できない高齢者を引き受ける後方病院（アフターコロナ対応病院）
も必要となる。ここで、日頃介護が必要な高齢者の介護や治療に当
たっている慢性期医療機関の必要性が求められている。回復期医療
を主とする当院に令和2年8月から令和3年5月までに入院した
Covid-19患者やアフターコロナ患者について、当院での取り組みに
ついて報告する。

慢性期病院における新型コロナウイルス感染症への取り組み

インターンシップ生への日本語教育

アフターコロナ患者の受け入れ促進と、想定される第6波に向けた対策について／原土井病院院長　野村 秀幸

久留米地域で医療・介護・福祉を一体的に提供し、
独自の地域包括ケアネットワークを構築する『久英会グループ』

福岡県慢性期医療協会受け入れ「インターンシップ生」
第2期生の募集がスタート

一般社団法人　福岡県慢性期医療協会

FUKUOKA ASSOCIATION OF MEDICAL AND CARE FACILITIES

病院紹介

海外人材活用事例

取り組み報告

　久留米地域で高良台リハビリテーション病院、久英会クリ
ニックなど4施設を運営する医療法人社団久英会と、特別養護
老人ホーム若久園をはじめとした3施設を運営する、社会福祉
法人久英会の2つの法人が構成する、久英会グループの理事
長、中尾一久氏にお話しを伺いました。
　「医療法人社団の中心、高良台リハビリテーション病院は平
成11年10月に前身の中尾病院の移転の際、療養型病床として
開設。久留米市は急性期病院が多いものの、病気が治っても入
院生活で体力が衰えた方にとっていきなり自宅で生活する
ことは難しい場合があり、在宅が可能になるまでの期間を支
えるため、平成15年に病床の一部を回復期リハビリテーショ
ン病床に移行しました。私自身も専門外だったリハビリテー
ション医学・医療を一から学び、リハビリ認定医となりまし
た」と中尾理事長。現在は全100床を回復期リハビリテーショ
ン病棟へと移行し、久留米地域の回復期の患者様、高齢者の在
宅復帰を支えています。また、社会福祉法人久英会は特別養護
老人ホームなどの入所施設、通所介護施設を運営し、高齢者の
暮らしをサポートしています。

【結果】原土井病院に令和2年8月1日から令和3年5月31日までにコロ
ナ専用病棟に入院した、介護を必要とする高齢のCovid-19患者は70例
であった。第2波：13例、第3波：41例、第4波：16例、男性：24例、女性：46
例、年齢は63歳から100歳で、60歳代：2例、70歳代：14例、80歳代：29例、
90歳以上：25例、平均年齢：84.2歳であった。平均在院日数は13.5日で
あった。また令和3年1月1日から5月31日までに原土井病院に入院し
たアフターコロナ患者は41例であった。男性：16例、女性：25例、平均
年齢：83.3歳、平均在院日数：25.3日であった。時期別（第2波, 第3波, 第
4波）の平均年齢は、それぞれ88.6, 85.0, 84.6歳で、平均在院日数は12.7, 
13.3, 14.9日、死亡率は8%, 10%, 13%、酸素投与者（中等症以上の患者）
は54%, 42%, 94%、ステロイド治療者は15%, 39%, 94%、レムデシビル
治療者は0%, 0%, 31%であった。アフターコロナ患者の治療後は全例
回復し復帰した。行き先は、自宅（8%, 27%, 0%）、施設（0%, 32%, 6%）
であった。

【まとめ】Covid-19患者の平均年齢は84.2歳で、約8割が80歳以上の高齢
者であった。第4波では患者の90%以上が中等症以上で、死亡者や酸素投
与、ステロイド治療、抗ウイルス治療患者が多く、アフターコロナ病棟へ
多くが転棟となった。アフターコロナ患者は、全例回復し復帰した。

　今年１月、福岡県慢性期医療協会では福岡県私設病院協会、
全日病福岡、福岡県医療法人協会の３団体と共に、福岡県知事
に対し「新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の感染拡大に
伴う後方病院の提言」を提出。新型コロナウイルス感染症の治
療を終え退院基準を満たしたものの自宅への退院が困難な高
齢患者（＝アフターコロナ患者）を慢性期病院で積極的に受け
入れることで、逼迫した急性期医療の現場を後方支援してい
くことを表明しました。
　

　久英会グループでは、医療・介護・福祉を一体的に提供し、
久英会独自の地域包括ケアネットワークを構築するため、
ICTを活用した久英会統合ケアシステム　KIICS-キークス-
プロジェクト （Kyueikai Integrated care Information and 
Communication System）で情報を一元化。グループ内の施設
を利用した方のカルテや介護記録をリンクすることで、病
歴や服薬などをそれぞれの担当者が閲覧できるので、診療

原土井病院　野村院長

また５月には高齢のコロナ患者の治療における急性期病院と
慢性期病院の連携のあり方や、施設における感染予防の具体
策などをまとめたＤＶＤを制作。協会の各病院・施設へ配布す
るほか、動画をYouTubeにて一般公開しました。
　第６波の到来が確実視されるなか、高齢のコロナ患者、アフ
ターコロナ患者の受け皿としての慢性期病院の役割はますま
す不可欠のものとなるでしょう。当協会理事でもある原土井
病院の野村院長より、慢性期医療機関におけるコロナ診療の
現状について報告いたします。

　当協会で進めている「外国人技能実習生」の受け入れは、「イ
ンターンシップ生」の第1期生31名の来日予定が新型コロナウ
イルス感染症が流行しているため、遅れている現状ですが、第
２期生の募集が９月よりスタートしています。2期生の募集に
ついては、１期生が所属する２大学に新たに２大学を加えた、
計４大学から募集しています。2021年9月現在40名（男10名　
女30名）ほどの学生が手を挙げており、今後も増えることが見
込まれています。１期生募集時の経験を活かし、受入法人との
面談前からすでに日本語教育を開始しており、来年2022年2月
の入国を目指し日本語教育を進めています。
　福岡県慢性期医療協会では、随時「外国人技能実習生」の受
入法人を募集中。詳細は事務局（人材担当）までご連絡・お問い
合わせを。（TEL 092－825－3215）

　「外国人技能実習生」を希望する学生が来日し、半年間のイ
ンターンシップ終了後、技能実習生として正式に入国するに
は、日本語能力がN4レベルであることが求められます。その
ため、インターンシップ生は日本入国前に母国で300時間以上
（※N4レベル合格目安）の日本語学習を実施し、日本にいる半
年間でN4合格、またはそれ以上を目指しています。日本にい
る間に合格することで、インターンシップ終了後、早期に技能
実習生としての入国が可能となります。
　当協会事務局が行なう日本語教育は、講師が受入法人・施
設、または周辺の貸会議室等に出向くことで、学生のタイムロ
スを無くし、移動時に事件・事故に巻き込まれる可能性が軽減
できると考えています。
　また日本語教育に関する費用は、福岡県の「令和３年度福岡

県外国人介護人材受入れ施設
等環境整備事業」の対象です。
　今年度の申請は終了してい
ますが、来年度も予算捻出され
る可能性が高いため、当協会で
はインターンシップ事業に関
しての助成金を予算組みして
もらえるよう、福岡県に対し、
陳情を行う予定です。

※N4レベルとは
基本的な日本語を理解することができる。
【読む】基本的な語彙や漢字を使って書かかれた日常生活の中でも身近な話題の文章を、
読んで理解することができる。
【聞く】日常的な場面で、ややゆっくりと話される会話であれば、内容がほぼ理解できる。

上：インドネシア現地で
の学習の様子
右：リモートによる面談
の様子

寮での学習の様子

【医療法人社団久英会】
●高良台リハビリテーション病院
・通所・訪問リハビリテーション
●久英会クリニック
●看護小規模多機能居宅介護
　ゆのそピア
・訪問看護ステーション高良台
・高良台ケアプランセンター
●介護老人保健施設　久英荘
・通所・訪問リハビリテーション
・ケアプランサービス

【社会福祉法人久英会】
●特別養護老人ホーム若久園
・デイサービスセンター（通所介護）
・短期入所生活介護
・グループホーム　・ケアプランサービス
●高良台シニアビレッジ
・若久園サテライトビレッジ（地域密着型特養）
・短期入所生活介護
・サービス付き高齢者住宅
・通所介護　・ホームヘルプサービス
●軽費老人ホーム　ゆのそ苑

久英会グループ　約510床　職員約500名
等がスムーズに行なえま
す。今後さらに、医療（病
院）から介護（在宅）への
シームレスな移行、強固な
医科歯科連携、在宅医療介
護チーム結成、労働力強化
健康経営の増進などを目
標に、久留米地域の医療と
介護を支えていきたいと
考えていらっしゃいます。


